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②●

り
ご亀

う
ど

需
総
懸
即
金
⑲
要
覆
（
ζ
つ
な
る
？
我
が
町
そ
し
て
子
供
た
ち
の
未
来
）

寒い中元気に遊ぶ園児たち（山陰保育園にて）

こ
れ
ま
で
の
経
緯

　
平
成
十
五
年
一
月
一
七
日

目
「
日
向
市
・
門
川
町
・
東

郷
町
任
意
合
併
協
議
会
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
以
後
七

月
末
ま
で
に
七
回
の
協
議
会

が
開
催
さ
れ
、
一
市
二
町
に

お
け
る
合
併
し
た
場
合
、
合

併
し
な
か
っ
た
場
合
の
行
政
・

財
政
の
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
郷
町
で
は
九
月
三
日
の

小
野
田
公
民
館
を
皮
切
り
に
、

町
内
＝
二
会
場
に
お
い
て
住

民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
し
て
検
討
結
果
に
つ
い
て

住
民
の
方
々
に
説
明
し
、
次

の
段
階
で
あ
る
法
定
合
併
協

議
会
設
置
の
是
非
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
な
い
ま
し
た
。

全
日
程
終
了
後
、
議
会
、
区

長
会
、
本
町
任
意
合
併
協
議

会
委
員
と
の
意
見
交
換
の
場

を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
、
住
民
説

明
会
で
出
さ
れ
た
意
見
や
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え
、

意
見
等
を
聞
か
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
三
市
町
の
住
民
説
明
会
が

終
了
し
、
一
一
月
二
七
日
に

日
向
市
役
所
の
市
長
室
に
お

い
て
三
役
合
同
会
議
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
法
定

合
併
協
議
会
設
置
の
議
案
を

一
二
月
議
会
に
上
程
す
る
こ

と
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
議
会
で
は
、
三
市
町
全
て

の
議
会
が
一
二
月
↓
七
日
に

議
決
を
行
な
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
日
向
市
議
会
が
賛

成
多
数
、
東
郷
町
議
会
が
全

会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
が
、

門
川
町
議
会
は
八
対
七
と
い

う
僅
差
で
否
決
し
ま
し
た
。

数
字
が
示
す
よ
う
に
、
門
川

町
議
会
と
し
て
も
苦
渋
の
選

択
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
時
点
で
、
三

市
町
に
よ
る
法
定
合
併
協
議

会
の
設
置
は
見
送
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
対
応

　
議
会
終
了
後
の
一
二
月
二

四
日
に
再
び
三
市
町
の
三
役

合
同
会
議
が
開
催
さ
れ
、
現

在
あ
る
日
向
市
・
門
川
町
・

東
郷
町
任
意
合
併
協
議
会
に

つ
い
て
は
一
六
年
三
月
ま
で

存
続
さ
せ
る
こ
と
で
合
意
さ

れ
ま
し
た
。

　
門
川
町
議
会
は
法
定
合
併

協
議
会
設
置
の
議
案
を
否
決

し
ま
し
た
が
、
住
民
発
議
に

よ
る
議
会
提
案
（
住
民
発
議

の
手
続
に
つ
い
て
は
次
ペ
ー

ジ
参
照
）
、
さ
ら
に
否
決
さ

れ
れ
ば
住
民
投
票
な
ど
の
手

段
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
門
川
町
で
は
法
定

合
併
協
議
会
設
置
の
請
求
の

た
め
の
署
名
収
集
が
行
な
わ

れ
、
住
民
発
議
の
動
き
が
出

て
き
て
い
ま
す
。
任
意
合
併

協
議
会
を
今
年
三
月
ま
で
存

続
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
の
も
、

門
川
町
の
住
民
発
議
の
手
続

が
そ
の
頃
ま
で
の
期
間
を
要

す
る
こ
と
か
ら
で
す
。

寄欝
　
》
　
　
：

ρ
へ

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　　　③鵜8ご’り

　
今
後
は
門
川
町
の
動
向
を
見

守
り
な
が
ら
、
現
在
の
枠
組
み

を
第
一
に
考
え
な
が
ら
も
、
枠

組
み
変
更
の
検
討
、
自
立
の
道

へ
の
研
究
等
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、
住

民
の
皆
さ
ん
に
示
せ
る
段
階
に

な
っ
た
時
点
で
、
再
度
、
住
民

説
明
会
の
開
催
を
考
え
て
い
ま

す
。　

厳
し
い
行
財
政
事
情
の
中
、

東
郷
町
に
と
っ
て
ど
の
道
を
選

択
す
る
の
が
い
ち
ば
ん
良
い
の

か
、
議
会
、
区
長
会
、
そ
し
て

住
民
の
皆
さ
ん
と
模
索
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
時

代
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
に

も
共
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第
九
回
任
意
合
併
協
議
会
の
よ
う
す

つ
・

　合併協議会設置に関する住民発議とは、地域の住民や団体等の側から法定合併
協議会の設置を請求することができる制度のことです。

　具体的には、有権者がその総数の50分の1以上の署名を集め、その代表者が
合併論議を行なう相手方となる市町村を特定し、当該市町村長に対し法定合併協
議会設置の直接請求を行うというものです。

住民発議の手続（合併特例法第4条）

■法定合併協議会設置の請求のための署名収集

■署名簿を選挙管理委員会に提出

■法定合併協議会設置の請求

畢

※1ヶ月以内に有権者の50分の1以上の署名を収集

※選挙管理委員会で署名簿の審査、縦覧、告示等の処理

　を行い、署名簿を請求代表者に返送

※請求代表者から、市町村長に対し法定合併協議会設置
　の請求を行う

■請求を受けた市町村長から相手方の市町村長へ法定合併協議会設置議案を議会に
　提案するかどうかの意見照会

旦　　※意見を求められた相手方の市町村長は90日以内に議
　　　会に提案するかどうかを回答

■議会に提案しない市町村が一つでもある場合

↓

■全ての市町村で議会に
提案する旨の回答があ

　つた場合

■手続終了（法定合併協議会は設置されない）旦
■否決した議会が一つでもある場合

畢
■手続終了（法定合併協議会は設置されない）

　※ただし、有権者の6分の1以上の署名による住民投票制度

　　の手続が残されており、住民投票で過半数を超えれば議）
　　会が否決しても可決したものとみなされる（署名簿収集か

　　ら住民投票まで最低3ヶ月～4ヶ月程度期間が必要）

耳
■全ての議会

　で可決した
　場合

↓
■法定合併協議会の設置

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　⑤班搬ど弓ご’り

全国で26地区（食に関する地域指定は宮崎県初）日本スポーツ振興センター指定

ただいま「食に関する研究事業」に指定されています！1

　　　　学校一・一家・庭・一地・域連・携事業

・期　間平成15年、16年
・指定地域　東郷町（東郷小，東郷中，福瀬小）

・目　　的　児童・生徒の望ましい食生活の育成を図る

・内　　容　三校合同研修会，地域との交流給食，ふ

　　　　　るさと料理教室，ヘルスサポーター訪問

　　　　　授業、食に関する講演会、農産物作り等

Q3「あなたは毎日朝食を食べますか」

　必ず食べる84％、週2～3日食べない11％、週4～5日食べない2％、ほとんど食べない3％

　現在、子ども達を取り巻く環境で食に関する問題点は多々あるのではないでしょうか。朝食欠食、孤食、偏っ

た食事、インスタント食品の普及などです。私たちの生活は大変豊かになってきています。お金を出せば好きな

物が手軽に手に入る現代、食に関わる環境も大きく変わろうとしています。

　このような実態を受けて、研究主題を「望ましい食生活を進んで実践できる児童・生徒の育成　～学校・家

庭・地域社会の連携を通して～」とし、町内小中学校3校が中心になり、地域の方々を始め各機関とも連携して

研究を進めているところです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜三校合同研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷小学校、東郷中学校、福瀬小学校の3校で食に関する研

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　究会を行っています。第2回三校合同研修会では東郷小の6年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生の授業研究会を行いました。子ども達が、給食センターや味

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工房で調べ学習を進めたり、それぞれの家庭に伝わる郷土料理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　について家の人に聞いて調べ、コンピュータのプレゼンテーシ

レ
ふ
る
さ
と
料
理
教
室

　
味
工
房
で
東
郷
小
、
東
郷
中
、
福

瀬
小
の
三
校
の
子
ど
も
達
で
そ
ば
打

ち
を
体
験
し
ま
し
た
。
1
月
、
2
月
、

に
も
料
理
教
室
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
楽
し
ん
で
料
理
し
て
い
ま
し

た
。

・アンケートの結果より（東郷小抜粋）

Q1「三食必ず食べていますか」　東郷小

　はい　72％、いいえ　19％、わからない　9％

Q2「栄養のバランスを考えて食べていますか」

　はい　72％、いいえ　21％、わからない30％

ヨンにまとめて発表

しました。

　　　▲高齢者との交流給食

　高齢者との交流学習で昔の遊びや昔の料

理を習った後、交流給食を行っています。子

ども達はおじいちゃんおばあちゃんに昔の学

校の様子を聞いていたようです。

　平成16年度研究公開〃「望ましい食生活を進んでできる二重・生徒の育成

　　　　　　　　～学校・家庭・地域社会の連構を通して～」

　2年目を迎える次年度には、11月に研究公開を予定しています。この研究は、地域の方の協力が必要です。今

後も協力の方をよろしくお願いします。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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こ
pど溺班

第1部《小野田》総合優勝　平成16年消防出初式

．費メ

　年頭を飾る消防出初式が1月5日（月）、町総合グラ

ウンドを主会場に消防団員275名が出場して開催され

ました。

　点検では、各部とも日頃の練習の成果を十分発揮し、

見事な操練を披露しました。

結果は、僅差で第1部が総合優勝を果たしました。

　また、山陰保育園の幼年消防隊による和太鼓の演奏や、

予備団員も含めたポンプ操法（ちょうちん落し）も行われ

　　　　　　　　　　　　　　　ま．　　　1蕪を翫…盛毒．
（審査結果は

下記のとお一　．　・　睾　　彗
り）　　　　　　　．．＿、ポ．．

　　　　　　一．撃竃ご

一懇加欝．＝1

　　一　㌧

ちょうちん落し（審査対象外）
審査区分 第1位 第2位 第3位

部 タイム
総　合　の　部 第1部（小野田） 第7部（寺　迫） 第ll部（仲　深）

第5部（坪　谷） 35秒88
第2部・第9部
i丁霊）（八重原）操　練　　の　部 第1部（小野田）

第1部（小野田） 39秒15

第8部（鶴野内） 39秒84

平成15年度操法大会

ﾌ部（夏季大会の部）
第11部（仲　深） 第7部（寺　迫） 第1部（小野田）

第
3
回
若
山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌
ま
つ
り

　
1
2
月
2
6
日
（
金
）
、
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
第
3
回
若

山
牧
水
全
国
こ
ど
も
短
歌

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

●
第
一
部

　
全
国
こ
ど
も
短
歌
コ
ン
ク

ー
ル
の
表
彰
台
が
行
わ
れ
、

坪
谷
中
学
校
3
年
生
の
稲
田

あ
や
か
さ
ん
が
司
会
を
務
め

ま
し
た
。

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
、
来
賓

祝
辞
に
引
き
続
き
、
最
優
秀

賞
及
び
優
秀
賞
受
賞
者
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
県

内
外
か
ら
出
席
し
た
小
学

生
及
び
中
学
生
1
5
名
に
対
し
、

小
林
町
長
よ
り
表
彰
状
と

記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
選
者
を
代
表
し
て
伊
藤
一

彦
先
生
が
入
賞
作
品
に
対

し
て
の
講
評
が
あ
り
ま
し
た
。

●
第
二
部

　
オ
カ
リ
ナ
奏
者
の
本
谷
美

加
子
さ
ん
を
招
き
、
舞
台
芸

術
鑑
賞
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

コ
ン
ド
ル
は
飛
ん
で
行
く
～

花
祭
り
他
1
0
曲
を
演
奏
し
、

静
か
な
館
内
に
オ
カ
リ
ナ
の

音
色
が
響
き
わ
た
り
ま
し
た
。

●
第
三
部

　
第
2
9
回
牧
水
か
る
た
大

会
が
町
中
央
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
町
内
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
と
美
々
津
中

学
校
の
生
徒
が
参
加
し
て
、

チ
ー
ム
対
抗
の
部
と
個
人
戦

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

読
み
手
が
上
の
句
を
読
み
始

め
る
と
、
「
は
い
」
と
大
き
い

声
が
館
内
に
響
き
、
か
る
た

を
取
る
姿
が
緊
張
感
が
漂
い

清
々
し
く
見
え
ま
し
た
。

（
小
学
生
の
部
）

優
勝
　
納
戸
の
す
み
（
福
小
）

2
位
　
か
ん
む
り
山
（
東
小
）

3
位
　
つ
ば
く
ら
め
（
東
小
）

4
位
　
秋
風
（
坪
小
）

5
位
　
水
の
音
（
東
小
）

6
位
　
つ
み
く
さ
（
東
小
）

（
中
学
生
の
部
）

優
勝
　
秋
ぐ
さ
（
美
々
津
中
）

2
位
　
海
（
東
中
）

3
位
　
黒
霧
島
（
東
中
）

◆
個
人
戦

（
小
学
生
の
部
）

優
勝
　
黒
木
由
喜
子
（
東
小
）

　
　
1
0
0
枚

2
位
　
川
越
牧
人
（
福
小
）
9
9
枚

2
位
　
黒
木
佳
奈
恵
（
寺
小
）
9
9
枚

3
位
　
佐
藤
和
希
（
東
小
）
9
8
枚

3
位
　
河
野
皇
国
紀
（
越
小
）
9
8
枚

4
位
　
稲
田
さ
ち
か
（
坪
小
）
9
7
枚

（
中
学
生
の
部
）

優
勝
　
山
本
幸
恵
（
東
中
）

　
　
1
0
0
枚

2
位
　
矢
野
綾
香
（
坪
中
）
9
9
枚

2
位
　
水
野
ひ
と
み
（
直
中
）
9
9
枚

競
技
結
果

◆
チ
ー
ム
対
抗
戦

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑳3901まで〉



　　　　　　　”聾一こ”り⑥

町
県
民
税
等
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぷ

申
告
梱
談
が
は
湿

期
間
／
2
月
9
日
（
β

◆
申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら

　
な
い
人
の
基
準
は
？

　
平
成
1
6
年
1
月
1
日
現
在
、
住

民
登
録
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
町

内
に
住
ん
で
い
る
人
は
、
前
年
の
1

年
間
に
得
た
所
得
を
平
成
1
6
年
3

月
1
2
日
ま
で
に
申
告
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
お
住
ま
い
の
地
区
ご

と
に
、
日
程
表
の
と
お
り
受
け
付

け
ま
す
の
で
申
告
を
お
こ
な
っ
て

下
さ
い
。

◆
所
得
の
な
い
人
も
？

　
こ
の
申
告
は
、
町
県
民
税
・
国
民

健
康
保
険
量
等
の
課
税
額
の
算
定

基
礎
と
な
り
ま
す
。

　
所
得
の
な
い
人
で
も
申
告
を
し

な
い
と
、
扶
養
手
当
認
定
や
児
童

手
当
、
医
療
保
険
給
付
、
保
育
所

入
所
、
公
営
住
宅
の
入
居
、
奨
学
資

金
貸
付
ま
た
は
国
民
健
康
保
険
税

の
減
免
、
そ
の
他
住
民
と
し
て
の
特

典
を
受
け
よ
う
と
す
る
時
、
所
得

証
明
書
を
発
行
す
る
際
等
に
支
障

が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

も
れ
な
く
申
告
し
て
下
さ
い
。

◆
申
告
時
に
必
要
な
書
類

　
等
は
？

　
申
告
に
は
、
次
の
書
類
が
必
要

で
す
。
申
告
ま
で
に
必
ず
準
備
し

て
お
い
て
下
さ
い
。

●
日
稼
ぎ
や
出
稼
ぎ
又
は
パ
ー
ト

で
収
入
の
あ
っ
た
方

・
事
業
主
（
雇
い
主
）
か
ら
の
賃
金

の
支
払
証
明
書
（
事
業
主
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た

方
は
不
要
）

●
農
林
業
・
畜
産
に
よ
り
収
入
の

あ
っ
た
方

・
田
畑
で
生
産
し
た
作
物
、
作
付

面
積
の
明
ら
か
に
な
る
も
の

・
農
産
物
等
（
米
、
み
か
ん
、
柿
、
野

菜
、
椎
茸
等
）
の
収
穫
量
又
は
販

売
金
額
を
証
明
す
る
も
の
（
販
売

先
か
ら
の
出
荷
証
明
書
等
）

・
平
成
1
5
年
中
に
支
払
っ
た
必
要

経
費
の
領
収
書
（
農
機
具
、
事
業

用
ト
ラ
ッ
ク
等
の
購
入
費
、
雇
人
費
、

土
地
改
良
費
、
燃
料
費
、
地
代
、

事
業
用
借
入
資
金
の
利
息
明
細
書
、

農
作
業
委
託
料
の
領
収
書
等
）

・
肉
用
牛
の
せ
り
市
場
に
お
け
る

売
り
渡
し
証
明
書
（
1
0
0
万
円

未
満
の
子
牛
の
売
却
所
得
に
つ
い

て
は
、
所
得
税
、
町
県
民
税
に
限

り
家
畜
市
場
の
売
却
証
明
書
が
あ

れ
ば
免
税
所
得
と
な
り
、
そ
の
証

明
書
が
な
い
場
合
に
は
課
税
所
得

と
な
り
ま
す
。
）

●
土
地
や
建
物
の
譲
渡
、
貸
土
地
、

貸
家
又
は
立
木
の
売
却
等
の
あ
っ

た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
契
約
書
又
は
支

払
明
細
書
、
必
要
経
費
の
領
収
書

等
）※

公
共
の
用
地
買
収
に
よ
る
補
償

金
が
あ
っ
た
場
合
も
申
告
が
必
要

で
す
。

●
そ
の
他
の
所
得
の
あ
っ
た
方

・
そ
の
収
入
及
び
支
出
の
明
ら
か

に
な
る
書
類
等
（
収
支
計
算
書
、

家
計
簿
等
）

●
各
種
年
金
、
共
済
金
、
恩
給
等

を
受
給
し
て
い
る
方

・
平
成
1
5
年
中
の
源
泉
徴
収
票
又

は
年
金
等
支
払
通
知
書

●
保
険
契
約
に
基
づ
き
受
け
取
っ

た
生
命
保
険
又
は
満
期
返
戻
金

等
の
一
時
的
な
収
入
の
あ
っ
た
方

・
保
険
会
社
等
支
払
先
発
行
の
支

払
証
明
書

〔
そ
の
他
に
持
参
す
る
も
の
〕

・
印
鑑

・
平
成
1
5
年
中
に
支
払
っ
た
生
命

保
険
料
、
個
人
年
金
の
保
険
料
、

国
民
年
金
保
険
料
、
火
災
保
険
等

損
害
保
険
料
の
証
明
書

・
所
得
税
確
定
申
告
に
よ
り
、
還

付
申
告
（
払
い
戻
し
請
求
）
を
行
い

た
い
方
は
、
勤
め
先
交
付
の
源
泉

徴
収
票

・
所
得
が
あ
り
、
前
年
の
医
療
費
の

控
除
を
受
け
た
い
方
は
、
病
院
及

び
調
剤
薬
局
等
の
領
収
書
又
は
医

師
の
通
院
証
明
書

◆
所
得
税
の
確
定
申
告
が

　
必
要
な
方
は
？

○
昨
年
中
の
所
得
の
合
計
が
、
基

　
礎
控
除
、
配
偶
者
控
除
、
扶
養

　
控
除
等
控
除
額
の
合
計
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が

　
2
千
万
円
を
超
え
る
方
、
又
は

　
給
与
所
得
や
退
職
者
所
得
以

　
外
の
所
得
が
2
0
万
円
（
肉
用
牛

　
の
免
税
所
得
を
含
む
）
を
超
え

　
る
方

○
給
与
所
得
者
で
、
昨
年
中
2
ヵ

　
所
以
上
か
ら
給
与
の
支
払
を
受

　
け
て
い
る
方
で
、
年
末
調
整
を

　
さ
れ
な
か
っ
た
従
た
る
給
与
収

　
入
額
と
そ
の
他
の
所
得
金
額
の

　
合
計
額
が
2
0
万
円
を
超
え
る
方

◆
所
得
税
の
還
付
申
告
に

　
つ
い
て

　
源
泉
徴
収
さ
れ
た
、
又
は
予
定

納
税
を
し
た
所
得
税
が
納
め
過
ぎ

に
な
っ
て
い
る
方
は
、
そ
の
還
付
を

請
求
す
る
申
告
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　
こ
の
申
告
書
は
、
延
岡
税
務
署

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
な
る

べ
く
早
く
申
告
書
を
提
出
し
、
過

納
と
な
っ
て
い
る
所
得
税
の
還
付

を
請
求
し
て
下
さ
い
。

　
特
に
次
の
よ
う
な
方
は
、
所
得

税
が
納
め
過
ぎ
に
な
っ
て
い
な
い

か
ど
う
か
、
十
分
ご
確
認
下
さ
い
。

○
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
や

　
医
療
費
控
除
、
住
宅
取
得
控
除
、

　
寄
付
金
控
除
、
政
党
等
寄
付
金

　
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と
が
で

　
き
る
方

○
平
成
1
5
年
中
に
勤
務
先
を
退
職

　
さ
れ
た
後
、
再
就
職
さ
れ
な
か

　
つ
た
方
で
、
年
末
調
整
を
行
わ

　
な
か
っ
た
方

○
退
職
所
得
の
あ
っ
た
方
で
、
そ
の

　
所
得
を
含
め
て
申
告
す
る
こ
と

　
で
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に

　
つ
い
て
、
特
別
減
税
の
適
用
が
で

　
き
る
方

◆
税
務
署
か
ら
所
得
税
確

　
定
申
告
の
案
内
が
あ
っ

　
た
方
へ

　
延
岡
税
務
署
か
ら
直
接
申
告

書
用
紙
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
郵
送

さ
れ
、
申
告
相
談
日
の
来
場
案
内

が
あ
っ
た
方
は
、
次
の
日
程
に
申

告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
　
2
月
2
5
日
（
水
）
・
2
6
（
木
）

　
　
　
　
の
午
前
8
時
3
0
分
か

　
　
　
　
ら
午
後
4
時

▽
場
所
　
西
郷
村
ニ
ュ
ー
ホ
ー

　
　
　
　
プ
セ
ン
妄
言
（
西
郷

　
　
　
　
村
大
字
田
代
1
8
7
0

　
　
　
番
地
・
6
9
1
2
1
3
0
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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町県民税・国民健康保険税・介護保険i嘩醐■■■■1■

月日（曜日） 地　区 受付対象となる地区 受付時間 受　　付　　会　　場

2／9（月）

�浴E福瀬

寺迫・山ノロ・落鹿幽　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　　冒　　　一　　　冒　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

�c・鵜三木・日田尾 P3：00～16：00

2／10（火）

ｻの他の区 ｻの他の組合 P3：00～16：00

町中央公民館第4研修室

ｦ母牛頭数4頭以上の世帯のみ

2／13（金） 越　　表

中水流・田ロ八ツ山一　一　一　一　一　一　一　幽　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　＿　－　＿　＿　一　一　一　＿　＿　一

��E一松露 P3：30～15：00

越表生活改善センター一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　　　■　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　＿　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　r

剞�W会所

2／16（月） 仲　　深
[谷・野々崎 P3：00～15：00

仲深地区集落センター

2／17（火） 坪　　谷
ﾔ井笠・上野原 P3：00～15：00

坪谷地区多目的集会施設

2／18（水） 坪　　谷
P3：00～15：00

坪谷地区多目的集会施設

2／19（木） 羽　　坂

井尻・深瀬・日ケ道・樋田－　　　■　　　一　　　置　　■　　　一　　　一　　　■　　　邑　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　丁　　　『　　　一　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　　’　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　＿　　　一　　　＿　　　一

･野・羽坂・沖之水流・小長野 P3：00～15：00
羽坂生活改善センター

2／23（月）
鶴野内

山内・中山一　　　一　　一　　　一　　　一　　凶　　　一　　　一　　　一　　　一　　　邑　　　一　　一　　　一　　7　　　一　　一　　　■　　　冒　　　冒　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　冒　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　＿

O田・中水流・下村・住宅 P3：00～15：00
鶴野内地区コミュニティセンター

2／24（火）

ｪ重原 鞫S域 P3：30～15：00

大工野地区集落センター一　　　一　　一　　一　　■　　　冒　　■　　　一　　一　　　邑　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　　＿

ｪ重原地区高齢者プラザ

2／27（金） 迫野内
鹿瀬・西谷一　　　■　一　－　■　一　■　一　一　■　一　一　一　一　一　幽　一　一　一　〒　一　冒　■　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　－　一　π　＿

件縺E東下・地内 P3：00～15：00
迫野内地区多目的集会施設

3／1（月） 下渡川 区全域 10：00～11：30 下渡川地区集会施設

3／2（火） 小野田
蜥J・小野田1・2 P3：00～15：00

町中央公民館第4研修室

3／3（水） 福　　瀬
中野原1・2一　　　一　　　邑　　　一　　　一　　　幽　　　一　　一　　　一　　　一　　一　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　冒　　　冒　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　一　　＿　　　＿　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　＿　　　＿

��ｴ3・出ロ・住宅 P3：00～15：00
中野原営農研修施設

3／4（木） 福　　瀬

上村1・2・3一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　冒　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　〒　7　－　－　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一

ｺ村・鳥川 P3：00～15：00
福瀬公民館

3／5（金） 福　　瀬 広瀬・日田尾・鵜戸木 9：30～11：30 広瀬生活改善センター
3／8（月） 田　　野 区全域 9：30～11：30 田野地区集落センター

3／9（火） 寺　　迫

庭田・吉牟田一　　　■　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　　■　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　－　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　一　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　一　　　－

��E長崎 P3：00～15：00
吉牟田地区コミュニティセンター

3／10（水） 寺　　迫
寰蛛E山ノロ P3：00～15：00

寺迫公民館

3／11（木） 9：00～11：00

3／12（金）
町内全域 ※各地区で申告できなかった者

13：00～15：00 町中央公民館第4研修室

　
な
お
、
指
定
日
に
申
告
で
き

な
い
場
合
、
町
税
務
課
で
は
受

付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
延
岡
税

務
署
で
申
告
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　
平
成
1
5
年
中
の
農
業
収
入
（
水

稲
）
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
収

支
計
算
に
な
り
ま
す
。

　
2
月
9
・
1
0
日
は
、
母
牛
4

頭
以
上
の
世
帯
の
み
申
告
受
付

を
お
こ
な
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
地
区
で
の
申
告
相

談
期
間
中
は
、
税
務
課
職
員
が

各
地
区
会
場
に
出
向
き
ま
す
の

で
、
役
場
税
務
課
窓
口
で
申
告

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

　
指
定
さ
れ
た
会
場
で
申
告
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

に
は
、
3
月
1
1
・
1
2
日
の
い
ず

れ
か
の
日
に
必
ず
申
告
を
済
ま

せ
て
下
さ
い
。

税
の
相
談
は

お
気
軽
に
…

税
務
課
課
税
係

電
話
6
9
1
3
9
0
4

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進｛系⑲3901まで〉



　　　　　　鵜8ご’り⑧

＝慧
⑦塾匠三悪盲＿

97一繍×建
；
　
‘
．
詩
「
日
、
b

　
今
月
は
仲
深
の
橋
口
昭
太
郎
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○
現
況
と

　
ム
フ
後
の
経
営

　
現
在
イ
チ
ゴ
と
水

稲
の
複
合
経
営
を
両

親
と
↓
緒
に
行
っ
て

い
ま
す
。

　
経
営
規
模
は
施
設

イ
チ
ゴ
（
高
設
）
1
3
ア

ー
ル
と
水
田
9
0
ア
ー

ル
に
普
通
期
水
稲
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、

イ
チ
ゴ
の
栽
培
技
術

の
向
上
を
図
り
ハ
ウ

ス
の
横
が
空
い
て
い

　づ＼べご
∫》へ・．’．

・」ノ竃’．ゴ・－㌧二〆　．

ご＼煮．
　　　　　　・　　　西

．．㍉＼／＼」ノ
糎二ぐ…．∵－『r．∵1

霧　一ン．　　∵、

る
の
で
規
模
拡
大
を
行
い
イ
チ

ゴ
を
中
心
に
し
た
経
営
確
立
を

計
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
円

　
今
月
は
仲
深
の
橋
口
昭
太
郎

さ
ん
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
（
高
設
イ

チ
ゴ
栽
培
）
に
訪
問
し
て
取
材
し

ま
し
た
。
橋
口
さ
ん
宅
は
ご
両
親

と
本
人
、
弟
さ
ん
（
日
向
市
の
会

社
勤
め
）
そ
れ
に
大
学
進
学
中
の

妹
さ
ん
の
5
人
家
族
で
す
。

　
橋
口
さ
ん
宅
は
水
稲
と
林
業
の

複
合
経
営
で
し
た
が
昭
太
郎
さ
ん

が
、
新
規
就
農
を
機
会
に
施
設
園

芸
（
倉
橋
イ
チ
ゴ
栽
培
）
を
取
り
入

れ
た
施
設
園
芸
と
水
稲
・
林
業
の

複
合
経
営
に
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

橋
口
昭
太
郎
さ
ん
が
高
設
イ
チ
ゴ

栽
培
に
取
り
組
ん
だ
経
緯
に
つ
い

て
伺
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
ま
ず
、
富

島
高
校
か
ら
上
の
学
校
を
目
指
し

て
い
た
時
に
、
宮
崎
県
農
業
大
学

校
が
選
択
肢
の
中
に
あ
り
受
験
し

て
合
格
し
入
学
し
ま
し
た
。
農
業

大
学
校
で
は
園
芸
学
部
の
野
菜
科

で
学
び
、
プ
ロ
ゼ
ク
ト
で
中
玉
ト

マ
ト
栽
培
に
取
り
組
み
後
作
と
し

て
メ
ロ
ン
栽
培
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

卒
業
後
就
農
の
予
定
で
し
た
が
、

何
に
取
り
組
む
か
で
悩
み
ま
し
た
、

東
郷
町
や
近
く
で
や
っ
て
い
な
い

も
の
で
有
利
な
野
菜
は
な
い
か
と

検
討
し
、
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
栽

培
技
術
の
習
得
の
た
め
宮
崎
県
総

合
農
業
試
験
場
の
研
究
生
を
受
験

し
、
念
願
の
イ
チ
ゴ
栽
培
に
取
り

組
み
ま
し
た
。
農
業
試
験
場
で
は
、

イ
チ
ゴ
の
高
設
栽
培
宮
崎
方
式
（
培

地
に
杉
皮
利
用
）
が
試
験
検
討
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
に
関
わ
り
研
修

終
了
後
直
ち
に
就
農
し
ま
し
た
。

関
係
機
関
に
相
談
し
て
立
体
園
芸

産
地
確
立
事
業
で
強
化
ハ
ウ
ス
ー

3
ア
ー
ル
を
建
設
し
、
自
動
開
閉

機
・
高
論
施
設
等
を
整
備
し
て
高

設
イ
チ
ゴ
栽
培
（
宮
崎
方
式
）
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
高
設
イ
チ
ゴ
の
初
年
度
は
2
・
5

ト
ン
程
度
の
収
量
で
、
目
標
の
反

当
4
ト
ン
に
は
大
き
く
及
び
ま
せ

ん
で
し
た
。
こ
れ
は
初
年
度
で
あ

り
苗
が
6
0
0
0
株
と
目
標
の
8

0
0
0
株
に
不
足
し
た
こ
と
と
早

く
か
ら
う
ど
ん
粉
病
、
ダ
ニ
、
ア
ブ

ラ
ム
シ
の
発
生
が
あ
り
収
量
の
上

が
ら
な
い
原
因
と
な
り
ま
し
た
。

15

N
度
は
前
年
の
反
省
点
で
あ
る

良
質
苗
の
確
保
と
管
理
技
術
の
向

上
を
図
り
、
反
収
を
い
か
に
上
げ

る
か
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
1
3
ア

ー
ル
か
ら
2
3
ア
ー
ル
に
規
模
拡
大

を
す
る
こ
と
と
収
穫
出
荷
の
労
働

力
の
確
保
を
し
て
、
イ
チ
ゴ
を
中

心
に
し
た
農
業
経
営
の
確
立
を
し

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
橋
口
昭
太
郎
さ
ん
地
域
に
な
い

新
し
い
も
の
に
取
り
組
む
こ
と
は

勇
気
が
い
り
ま
す
よ
ね
、
新
し
い

事
に
は
必
ず
壁
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
を
乗
り
越
え
る
努
力
を
す
れ

ば
必
ず
む
く
い
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
J
A
日
向
の
イ
チ
ゴ
部
会
の
人

達
と
手
を
取
り
合
っ
て
日
向
地
区

の
イ
チ
ゴ
産
地
確
立
を
お
お
い
に

進
め
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

奮
崔
だ
毒

　
1
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
か
ら
7
頭
出
品
し
て
い

ま
す
。

　
成
績
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

【
雌
子
牛
の
部
】

田
　
野
　
那
須
楠
男

　
　
　
　
さ
く
ら
号
　
弐
等
賞

仲
　
深
　
原
田
福
美

　
　
　
　
ひ
む
か
号
　
参
等
賞

羽
坂
福
永
真
澄

　
　
　
　
か
つ
ふ
く
8
3
号

　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
等
賞

去
勢
の
部

福
　
瀬
　
谷
口
峰
久

　
　
　
　
峰
福
号
　
　
弐
等
賞

坪
　
谷
　
那
須
謙
↓

　
　
　
　
福
隆
号
　
　
弐
等
賞

迫
野
内
　
佐
藤
初
義

　
　
　
　
福
藤
号
　
　
弐
等
賞

団
体
成
績
　
1
1
位

旧
ル
置
痂
郡
赤
巾
ロ
0
0
評
△
五

【
雌
子
牛
の
部
】

庭
　
田
　
高
瀬
利
喜
三

　
　
　
　
ふ
く
よ
2
号
　
弐
等
賞

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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1
月
1
3
日
間
火
）
、
交
流

　
　
研
修
施
設
さ
く
ら
館
で
各

　
　
界
の
代
表
者
8
0
名
が
参
加

　
　
し
て
賀
詞
交
歓
会
が
開
催

　
　
さ
れ
ま
し
た
。

会
小
林
町
長
・
新
名
町
議

歓
会
議
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

交
植
野
県
議
の
乾
杯
で
幕
が

　
　
あ
き
、
参
加
者
は
互
い
に

詞賀
踊
潔
い
さ
星
父
わ

春
ま
た
・
上
杉
・
江
藤
両

断
国
会
議
員
の
国
会
報
告
を

　
　
は
じ
め
、
県
議
、
企
業
、

　
　
農
林
業
、
商
工
業
な
ど
の

　
　
代
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立

　
　
場
で
現
状
や
新
年
の
抱
負

　
　
を
語
り
ま
し
た
。

う新成人祝
　
平
成
1
6
年
の
成
人
式
が
、

1
月
4
日
（
日
）
交
流
研
修

施
設
さ
く
ら
館
で
開
催
さ

れ
、
町
内
（
出
身
者
を
含
む
）

の
新
成
人
6
0
名
が
出
席
し

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
成
人
者
全

員
が
点
呼
さ
れ
、
代
表
し

て
寺
迫
の
橋
口
智
一
さ
ん

と
二
瀬
の
直
野
の
ぞ
み
さ

ん
に
成
人
証
書
と
記
念
品

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
長
の
式
辞
、
来
賓
祝

辞
の
あ
と
、
越
表
の
甲
斐

野
島
さ
ん
が
「
成
人
の
日

の
意
義
を
し
っ
か
り
胸
に

刻
み
、
郷
土
の
発
展
と
民

主
国
家
の
繁
栄
に
貢
献
し

た
い
」
と
誓
い
の
言
葉
を

述
べ
ま
し
た
。

町内小中学生書初め展
　
町
内
の
小
中
学
生
の
書

初
め
展
が
、
1
月
1
0
日
か

ら
2
週
間
に
わ
た
っ
て
交

流
研
修
施
設
さ
く
ら
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
町
内
小
中
学
生

の
全
て
の
作
品
が
出
展
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
例
年

よ
り
多
く
の
人
が
訪
れ
ま

し
た
。「

う
ま
い
ね
i
！
」
と
ほ

め
ら
れ
胸
を
張
る
児
童
や
、

父
親
か
ら
「
字
が
大
き
く

て
い
い
そ
」
と
言
わ
れ
恥

ず
か
し
そ
う
な
表
情
を
見

せ
る
児
童
な
ど
が
お
り
、

時
お
り
ほ
の
ぼ
の
と
し
た

場
面
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
1
1
月
3
0
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
ソ

　
　
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
が
牧
水
公
園

　
　
テ
ニ
ス
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
今
大
会
に
は
、
本
町
の
ほ
か

会
西
郷
村
北
郷
村
か
ら
も
参
加
が

蕊
轍
曝
慧

二
見
を
独
占
し
ま
し
た
．
（
結
果

　
　
は
次
の
と
お
り
で
す
）

テ　　
【
男
子
の
部
】

ト
優
勝

・れあいソフ
準
優
勝

第
3
位

井
伊
健
友
（
坪
谷
）

稲
田
真
一
（
田
野
）

菊
地
　
誠
（
丁
丁
）

山
田
弘
樹
（
下
渡
川
）

菊
地
康
英
（
畳
表
）

山
床
猛
富
（
下
渡
川
）

【
女
子
の
部
】

優
　
勝
　
森
田
和
代
（
西
郷
村
）

　
　
　
田
村
美
紀
（
西
郷
村
）

準
優
勝
　
三
浦
千
恵
（
田
野
）

　
　
　
福
田
君
代
（
鶴
野
内
）

第
3
位
　
橋
口
悦
子
（
西
郷
村
）

　
　
　
田
中
ゆ
か
り
（
西
郷
村
）

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

嫁
が
作
る
祭
り
の
寿
司
の
味
よ
く
て

生
き
る
幸
せ
を
心
に
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

顔
洗
ひ
野
菜
も
洗
ひ
米
研
ぎ
し

暮
ら
し
も
あ
り
き
僻
地
校
な
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

最
優
秀
に
選
ば
れ
し
心
晴
れ
晴
れ
と

葉
桜
の
歌
碑
に
玉
串
捧
げ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

遠
き
日
の
開
戦
前
夜
を
思
ひ
出
づ

憲
法
九
条
も
影
薄
く
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
映
一

地
下
足
袋
の
底
に
伝
は
る
感
触
の

き
び
し
く
今
朝
は
霜
柱
立
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

侵
食
の
跡
恐
ろ
し
き
真
名
井
の
滝

藍
ふ
か
き
淀
に
ボ
ー
ト
の
浮
か
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

連
れ
添
ひ
て
金
婚
式
も
は
や
終
へ
ぬ

戦
中
戦
後
を
共
に
耐
え
に
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

傳
松
の
寂
し
き
生
涯
を
守
ら
む
と

歌
碑
を
巡
ら
す
庭
木
選
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

入
り
湯
あ
び
輝
く
水
仙
に
た
た
ず
み
て

心
の
和
む
夕
べ
と
な
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

選
ば
れ
し
は
二
大
政
党
の
み
に
し
て

少
な
き
声
は
届
く
事
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

電
話
鳴
り
受
話
器
を
取
れ
ば
嬰
児
の
高
き

泣
き
声
は
生
ま
れ
て
一
月

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

冬
の
日
は
釣
瓶
落
し
に
山
に
入
り

大
根
の
畑
は
や
日
の
暮
れ
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

姑
の
白
き
お
骨
は
硬
く
し
て

食
生
活
の
さ
だ
め
を
守
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

廃
船
の
か
げ
に
集
ひ
し
翁
ら
は
藁
打
ち
て

正
月
の
飾
り
を
作
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉



　　　　　　　　0膨ど弓ご’り

胴鵬思した
　黒木謙始呂くん（男）

　　1月10日生まれ

　　（三瀬　中野原団地）

う　　父　英博さん

　　母　由加里さん

参　　明るく元気でやさしい

　　男の子になってね

9

醒

＝＝　国　龍　＝・・酷≡一≡冒θ

　　寒くなると骨折件数は増えていますU

　　高齢者に限らず件数は増え、骨折の1人

当たり医療費は高くなり東郷町は県内でも上

位となっています。

　そこで、下記教室を開催します。関節痛な

どの整形疾患の方も多いので、日々の体操で

　　　　骨折を予防しましょう。

羨麟r鄭rζ
　平成16年4月から神経芽細胞腫検査は休

止されます。検査は平成16年3月（平成15年9

月末までに生まれた乳児）までは無料で実施

できますが、提出については任意です。

（
東
郷
小
五
年
　
矢
野
沙
織
さ
ん
）

健■畦んがシ1」鱗
ダィエ・トタ　　ダィェ．辺　　ダィェ杜ヲ

づ〉
よ
し
．
3
亡
，

か
そ
や
電
一

4
”
’
　
」

赫
僑

少

弘＿．一

き　，

いのち

生命の貯蓄僚揺で充気で
　　長生きOまOδ：らll

、∠

～骨折予防教室（全3回）～

港

ノ汐ノ

～，，1

房

。

属．
しめ％ラノ

鵜
諾

vクゴ久

　く

懸

　生命の貯蓄体操には、自律神経を和

らげ、経絡（気の流れ）や循環を良く

するなど、たくさん良い効果がありま

す。すぐ覚えられて、家庭で出来る簡

単な体操です。

　毎日ちょっとした時間に体操して、

元気で長生きしましようU

　　　　　　　　記

艦－
○
け

　
、

伺■㊧平成16年2月4・18・25日
　　　　　2月の毎週水曜（午前10：00～12：00）

　　　　　※但し、11日（水）は除く

唖）東糊総合文化センター（和室）

㊥醗役場住民課（69－3902）

廻■薗国民健康保険係荒戸まで

献血にご協力下さい
二
》
噺

期　日　2月17日（火）

場所　日向農協東郷支店（10＝00～11：30）

　　　　宮崎ウッドテクノ（株）（13：00～14＝00）

　　　　東郷メディキット（株）（14＝30～16＝00）

　　　　　1黶@般　　i順位 　　　　「黶@般　i順位 　　　　「黶@般　　i順位 一般i順位
東　　郷　　町 131，444　：3

189，561i1。 375．68416
218，347　　1

市町村平均 104，987 170，432 363，073 185，218

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく企画調整課情報推進係⑲3901まで〉

　　　　　　　鵜8こ●’，⑩

『快適で生きがいのある町づくり』のためのアンケート結果hb6【栄養編】

●朝ごはんはおいしく食べられますか
　【いつもおいしいと感じる人・食べない人の割合】

　　　　　　　　［コ男性　一▲一男性
　　　　　　　　［＝コ女性　　x　女性
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25％100％

80％

60％

40％

20％

0％

一 一 一

×

一 一 r 一 一 一

T 一 一 一 一 一 一

一 ■ 一 一 一 一 一

、、

’
「

20代30代40代50代60代70代80代

20％

15％

10％

5％

0％

20代、30代でごはんを食べていない人が多いよ

うです。

●食べ物を選ぶ基準は何ですか

@　　　　　　　一◆一おいしいもの
刊■一　体にいいもの

璽．．．．．．．．　　屠

■

80％

V0％

U0％

T0％

S0％

R0％

Q0％

P0％

O％

置

／－

20代30代40代50代60代　70代80代

20～40代では体にいいものより、おいしいも

のを好む傾向にあるようです。

50代からは、体にいいものを選ぶようですね。

爆
鯉
彪
よ
り

や
す
ら
ぎ
館

含
6
9
1
3
3
6
7

●外食を食べて塩辛いと思いますか
　　【外食を塩辛いと感じる人の割合】
35％

30％

25％

20％

15％

10％

5％

0％

　　20代30代40代50代60代70代80代

一◆一男

一■ト女

．◆一一一一一一
、、

_、　、

～～ﾃ ◆．、

－＼

女性よりも男性のほうが、外食を塩辛いと感じないようです。

男性は外食などをする機会が多いからでしょうか？

●団らんの時間がある方だと感じますか
　　【団らんの時間がある人の割合】
80％

70％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　男性

60％

50％

40％

30％

20％

10％

0％

　　20fざ　30イざ　40イざ　50fざ　60一こ　70fざ80イざ

◆　男

¥女　　　ゴ　　　．
C．．

汕
◆一一一一一一◇

地区巡回健康相談

女性よりも男性のほうが団らんの時間がないと感じているよう

です。夕食の時間だけでもテレビを消し、家族で食事をしながら

「団らん」ができるといいですね。寒いこの時期、あたたかい鍋を

食べながら「家族団らん」してみてはいかがですか？

2月の行事予定表
大谷地区営農研修センター 9：30～10：00 期日　　　場　　　所　　　　　受付時間

4日（水）

小野田多目的集会施設 13：30～14：00 育児サークル（ちびちびCLUB）

6日（金） や　　す　　ら　ぎ　館 9：30～10：00 3日（火）

やす　ら　ぎ館
10日（火） 山ノロ集落センター 10：00～10：30

17日（火）

10：00～12：00

落：　鹿　　公　　民　館 13；30～14：00

中　尾　公　民　館 10：00～10：30
リハビリ教室

12日（木）

庭　田　公　民　館 13：30～14：00

5日（木）iシルバーセンター　　10：00～10：10　　　1

長　　崎　　集　　会　　所 9：30～10：00 乳児健康審査
16日（月） 日　田　尾　集　会　所 11：00～11＝30 18日（水）3やすらぎ館　　12：30～13：00

広瀬生活改善センター 14：00～14：30
3歳児健康審査

24日（火）
福瀬下村地区集落センター 9：30～10：00

鳥川生活改善センター 13：30～14：00
18日（水）1やすらぎ館113：00～13：30

中野原営農研修センター 9：30～10：00 さくらんぽの会
25日（水）

中野原1地区コミュニティセンター 13：30～14：00 26日（木）やす　ら　ぎ館　　　10：00～

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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●
の
ノ

ハ、
」

亀
う

ど班

遵
舷

2
円
の
・
田
頭
擶
肇

さ
く
ら
館
の
休
館
日

23

日

2

日

9

日

11

日

16

日

F

一
般
図
書
　
　
　
槽

・
眼
球
の
毛
　
　
　
　
青
来
有
↓

　
2
0
4
0
年
、
す
っ
か
り
エ

コ
ロ
ジ
ー
都
市
と
な
っ
た
東
京
。

素
粒
子
論
研
究
に
い
き
づ
ま
る

教
授
は
、
研
究
室
の
助
手
で
あ

る
愛
人
と
若
い
研
究
者
の
関
係

を
疑
い
、
不
安
と
嫉
妬
に
揺
れ
…
。

静
誼
な
未
来
都
市
を
背
景
に
、

新
し
い
奇
病
と
変
わ
ら
ぬ
男
女

の
煩
悶
を
描
く
。

・
巨
眼
の
男
西
郷
隆
盛
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
津
本
　
陽

　
西
郷
吉
之
助
は
国
を
追
わ
れ
、

南
海
の
孤
島
を
転
々
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、
天
下
の
激
震
は
こ
の

男
を
放
っ
て
は
お
か
な
か
っ
た
…
。

新
旧
の
資
料
か
ら
巨
人
の
肉
声

を
伝
え
、
そ
の
実
像
に
迫
る
歴

史
大
作
。
　
『
小
説
新
潮
』
連
載

を
単
行
本
化
。

・
十
津
川
敬
言
部
「
告
発
」

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

　
十
津
川
敬
言
部
の
友
人
、
原
口

が
雲
仙
で
死
体
と
し
て
発
見
さ

れ
た
。
生
前
、
何
か
に
ひ
ど
く

怯
え
た
様
子
だ
っ
た
と
い
う
。

捜
査
が
進
む
う
ち
に
、
勤
め
先

の
メ
デ
ィ
ア
X
社
に
ま
つ
わ
る

き
な
臭
い
噂
が
聞
こ
え
て
く
る
。

真
相
を
探
ろ
う
と
す
る
十
津
川

に
数
々
の
妨
害
が
…
。

そ
の
他

・
男
坂
　
　
　
　
　
志
水
辰
夫

・
希
望
　
　
　
　
　
永
井
す
る
み

・
悪
い
棺
　
　
　
澤
田
ふ
じ
子

・
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
の
殺
人

　
　
　
　
　
　
　
柴
田
よ
し
き

・
楊
家
将
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
北
方
謙
三

・
烏
女

・
天
使
の
舞
闘
会

・
I
W
G
P

・
少
年
計
数
機

・
骨
音

・
夏
の
う
し
ろ

海
月
ル
イ

匹
田
砂
胡

石
田
衣
良

石
田
衣
良

石
田
衣
良

栗
木
京
子

・
H
E
L
P
！
キ
レ
る
子
ど
も

た
ち
の
心
の
叫
び

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
和
雄

・
美
し
き
日
々
　
上
・
下

　
　
　
　
　
　
　
　
田
淵
高
志

・
若
山
牧
水
伊
豆
・
箱
根
紀
行

・
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク
ス
で

パ
パ
ッ
と
作
れ
る
！
う
ち
カ

フ
ェ
お
や
つ

・
ロ
サ
リ
オ
の
鋏

　
　
　
　
　
　
ホ
ル
へ
・
フ
ラ
ン
コ

・
か
げ
ろ
う
　
　
　
ジ
ル
・
ペ
ロ
i

・
シ
ー
ル
ド
・
リ
ン
グ

　
　
　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
・
サ
ト
タ
リ
フ

児
童
図
書

・
時
計
の
大
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
織
田
一
朗

（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

　
わ
た
し
た
ち
は
、
朝
お
き
て

か
ら
夜
ね
む
る
ま
で
、
1
日
に

何
度
も
時
計
を
見
て
い
ま
す
。

時
計
と
は
↓
体
ど
ん
な
も
の
な

の
で
し
ょ
う
。
日
時
計
か
ら
原

子
時
計
ま
で
、
時
計
の
発
展
の

歴
史
を
イ
ラ
ス
ト
と
写
真
で
開

設
し
ま
す
。

そ
の
他

・
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
遊
び
の
名
人

　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
尋

　
　
（
幼
・
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
遊
び
の
達
人

　
　
　
　
　
　
　
　
多
田
千
尋

　
　
（
幼
・
小
学
校
初
学
年
対
象
）

・
は
じ
め
て
の
茶
道
1
「
茶
の

　
湯
を
は
じ
め
よ
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
山
　
滋

　
　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
た
め
に

　
　
　
　
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
キ
ャ
ッ
ス
ル

　
　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
す
す
に
ま
み
れ
た
思
い
出

　
　
　
　
　
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ヒ
ル

　
　
（
小
学
校
上
学
年
対
対
象
）

・
地
獄
の
使
い
を
呼
ぶ
呪
文

　
　
　
オ
ト
フ
リ
ー
ト
・
プ
ロ
イ
ス
ラ
i

　
　
（
小
学
校
中
・
上
学
年
対
象
）

・
デ
ィ
ナ
の
秘
密
の
首
か
ざ
り

　
　
　
　
　
リ
ー
ネ
・
コ
ー
バ
ベ
ル

　
　
（
小
学
校
中
・
上
・
中
学
校
対
象
）

・
バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス

　
　
　
　
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド

　
　
（
小
学
校
上
・
中
学
生
対
象
）

・
九
州
の
方
言

・
セ
ル
リ
ア
ン
ブ
ル
i
・
デ
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
　
翌
月
ゆ
き
の

・
サ
イ
レ
ン
ト
ボ
ー
イ

　
　
　
　
　
　
ロ
イ
ス
・
ロ
ー
リ
ー

・
シ
ェ
ラ
ー
ひ
め
の
ぼ
う
け
ん

最
後
の
戦
い
　
　
　
村
山
早
紀

・
ハ
ー
ド
ル
　
　
　
　
青
木
和
雄

・
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
和
雄

・
ハ
ー
ト
ボ
イ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
青
木
和
雄

・
黒
い
兄
弟
　
上
・
下

　
　
　
　
　
リ
ザ
・
テ
ツ
ナ
ー

・
木
を
植
え
た
男

　
　
　
　
　
ジ
ャ
ン
・
ジ
オ
ノ

・
喬
を
継
ぐ
も
の

　
　
　
　
　
　
　
た
つ
み
や
章

・
黄
色
い
卵
は
誰
の
も
の
？

　
　
　
　
　
　
　
　
丘
紫
真
璃
回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぽ

え
ほ
ん
　
　
　
　
　
　
9
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

・
ま
ね
っ
こ
あ
か
あ
お
き
い
ろ
　
　
⑲

　
　
　
　
　
　
　
せ
べ
ま
さ
ゆ
き
　
係

あ
か
、
あ
お
、
し
ろ
、
く
う
－
．
雛

手
を
使
っ
て
、
い
ろ
ん
な
色
を
ま
ね
　
報

し
て
み
よ
う
。
手
話
で
は
「
あ
か
」
　
情

は
口
紅
で
、
「
あ
お
」
は
ひ
げ
そ
り
　
課

で
表
す
ん
だ
よ
．
手
話
を
使
っ
た
謹

親
子
で
楽
し
め
る
絵
本
。
巻
末
に
　
画

詳
し
い
手
話
の
解
説
つ
き
。
　
　
　
　
栓

そ
の
他
　
　
・
伽

．
サ
イ
レ
ン
ト
吟
辞
・
タ
ー
ナ
ー
縄

・
ネ
コ
ひ
げ
ア
ン
テ
ナ
　
　
欄

●
お
正
月
さ
ん
畿
聾
縦

・
フ
・
イ
≧
ア
・
ン
グ
三
モ
嚇

鍛
鰹
毎
∴

・
一
ち
釣
誕
麟

・
リ
サ
と
ガ
ス
ぴ
ル
デ
↑
購

ト
の
い
ち
に
ち
　
　
　
　
　
　
★

　
　
　
ゲ
オ
ル
グ
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

町
臨
時
職
員
募
集

　
町
の
臨
時
職
員
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。

▽
勤
務
地
　
役
場
及
び
出
先
機
関

▽
職
　
種
　
事
務
・
看
護
師
・
用
務

　
員
・
調
理
員
・
幼
稚
園
教
諭
等

▽
学
　
歴
　
問
い
ま
せ
ん

▽
期
　
間
　
平
成
1
6
年
4
月
1
日
～

▽
申
込
方
法
　
役
場
総
務
課
へ
履

　
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▽
申
込
期
限
　
2
月
2
7
日
置
金
）

※
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
（
電

　
話
6
9
－
3
9
0
0
）
ま
で
お

　
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
　
象
　
高
校
生
以
上

○
定
　
員
　
2
0
名
（
定
員
を
超

　
え
る
場
合
は
当
方
で
抽
選
し

　
ま
す
）

○
受
付
2
月
9
日
（
月
）

　
～
2
5
日
（
水
）

○
申
込
先
　
東
郷
町
教
育
委
員
会
、

　
文
化
振
興
事
業
実
行
委
員
会

※
当
日
は
午
後
4
時
3
0
分
東
郷

町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
集
合
と

し
ま
す
。

▽
入
居
資
格
、
申
込
要
領
、
住

宅
使
用
料
等
、
詳
し
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
役
場
建
設
課

（
電
話
6
9
i
3
9
0
6
）
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。

「冠

x
ふ
る
さ
と
千
年
の
森
」
づ
く
り
植
樹

祭
及
び
冠
岳
山
開
き
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

合
同
金
婚
式

般

寄

付

平
成
1
5
年
度

　
宮
崎
県
就
職
説
明
会

▽
日
　
時

舞
台
鑑
賞
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
募
集

▽
場
　
所

や午2
す前月
ら1119

ぎ時日
館～＿
　　杢

画
報
を
町
外
へ
お
緩
し
ま
す

　　　　　　　　り⑲鵜8こつ

▽
日
時
2
月
6
日
（
金
）

　
1
1
時
～
1
6
時
（
受
付
1
0
時
）

▽
場
　
所
　
宮
崎
厚
生
年
金
会
館

※
問
合
せ
先
　
宮
崎
県
商
工
観

　
光
労
働
部
労
働
政
策
課

　
地
域
雇
用
係

　
電
話
0
9
8
5
i
2
6
－
7
1
0
9

い
き
い
き
生
涯
趣
味
の
講
座

　
町
の
文
化
振
興
事
業
で
は
、

次
の
演
劇
鑑
賞
の
バ
ス
ツ
ア
ー

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
劇
団
東
京
ヴ
ォ
ー
ド
ヴ
ィ
ル

　
シ
ョ
ー

■
「
そ
の
場
し
の
ぎ
の
男
た
ち
」

　
作
・
⊥
二
谷
幸
喜

　
出
演
：
佐
藤
B
作

　
明
治
2
4
年
「
大
津
事
件
」
を

題
材
に
し
た
「
人
間
讃
歌
」
の

政
界
喜
劇
で
す
。

○
会
場
延
岡
総
合
文
化
セ

　
ン
タ
ー

○
日
時
3
月
3
日
（
水
）

　
午
後
6
時
3
0
分
開
演

○
負
担
金
　
1
1
0
0
円

「
弘
報
と
う
こ
う
」
を
町
外
に

お
回
し
ま
す
。
町
外
へ
転
出
さ

れ
た
方
な
ど
、
ふ
る
さ
と
の
便

り
と
し
て
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
町
報
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

送
付
先
の
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
と
年
間
の
手
数
料
1
0
0

0
円
（
郵
便
為
替
か
切
手
）
を

役
場
企
画
調
整
課
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い
。

町
営
住
宅
寺
迫
団
地
入

居
者
募
集

▽
募
集
戸
数
　
2
戸

▽
募
集
期
間
　
2
月
1
6
日
～
2
7
日

ア
メ
リ
カ
ン

　
フ
ラ
ワ
ー
講
座

▽
日
時
毎
週
木
曜
日

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

洋
裁
リ
フ
ォ
ー
ム
講
座

◎
昼
間
・
夜
間
の
部

▽
日
時
週
3
回
（
月
水
金
）

　
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　
午
後
7
時
～
午
後
9
時

▽
入
学
金
　
無
料

▽
入
学
日
　
平
成
1
6
年
4
月
8
日

※
詳
し
く
は
、
松
竹
洋
裁
学
校

（
電
話
5
4
1
2
2
5
3
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
2
月
2
2
日
（
日
）

▽
受
付
午
前
9
時
3
0
分
～

▽
植
　
樹
　
午
前
1
0
時
～

▽
山
開
き
　
午
後
1
時
置
午
後

　
3
時
3
0
分
野
で

▽
集
合
場
所
　
東
郷
町
大
字
山

　
陰
志
野
下
「
冠
岳
ふ
る
さ
と

　
千
年
の
森
」
植
樹

▽
山
開
き
　
冠
岳
南
登
頂
ル
ー

　
ト
登
山
口
（
山
開
き
及
び
登
山
）

▽
参
集
範
囲
　
森
林
・
林
業
関

　
係
者
、
み
ど
り
の
少
年
団
等

　
町
内
外
よ
り
約
5
0
0
名

※
弁
当
持
参
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
植
樹
及
び
山
開
き
は
小
雨
決

行
、
登
山
に
つ
い
て
は
雨
天
中

止
と
し
ま
す
。

※
お
問
合
せ
　
電
話
6
9
1
3
9

　
0
7
・
6
9
1
3
9
0
1

番
詣

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か

ら
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会

福
祉
の
た
め
善
意
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
（
1
月
1
3
日
ま
で
に
受

付
し
た
分
）

◎
日
向
市
の
甲
斐
マ
ツ
エ
さ
ん

　
よ
り

（
黒
木
ケ
サ
ノ
さ
ん
逝
去
）

◎
小
野
田
の
池
並
置
さ
ん
よ
り

（
八
千
代
さ
ん
逝
去
）

　
福
瀬
の
川
越
ハ
ル
子
さ
ん
、

迫
野
内
の
佐
藤
八
重
子
さ
ん
よ

り
快
気
祝
い
と
し
て
寄
付
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
も
一
・
1
今
月
の
納
税
等
倉
塁
3

醗
本を

梨・

緒・

喜

宏

福

瀬

赤

幕
窃
昏

羅
者

住

所

出

生（
藷12

隔月
う届
　出
　分
　）

一

●

1前審『司

資．心骨．．．

．鰍楼i

税餐鏡…

499．

・期期期
亀

結
婚
お
幸
せ
に

一 一石田 山川 氏

谷邊 本越

祥尚 由康 名

子俊 佳幸

日
向
市

福
瀬

舞
内 福

瀬
住
所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

矢
野

長
渡

本
多

氏

ハ

ナ
ヱ

繁
實

茂
市

名

93 66 89 年
歳 歳 歳 齢

田 田 鶴 住
野

野 野 内 所

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課情報推進1系⑲3901まで〉



　
⑭

●
《
－

“、
㌧

匿
う

ど

銀
簾⑲餌0㌔

◎鰻；

σ愚高松保育園ゆ奪

寺迫区山ノロ
　　か　　ほ
田島可穂さん（5歳）

父　基貴さん

母　由起子さん

○好きな食べ物は何ですか？

魚、きゅうりの漬け物

○好きな遊びは何で
　すか？

ブランコ、スベリ台

○大きくなったら何に
なりたいですか？

ケーキやさん

夢野響蕊’臥

彪
∴鱒癒耀

●
▲「おにいちゃんがサッカーしているところ」

◎
寺迫区山ノロ
　　　　さき
中川　咲さん（5歳）

父　哲治さん

母　可奈さん

○好きな食べ物は何ですか？

　メロン

○好きな遊びは何ですか？

　ブランコ、スベリ台

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　美容師さん

辮
電．

搬
器
膠

　
　
　
　
　
　
電
●
ノ

獅
、
謹

▲「かぞくでさんぽしているところ」

賞賞賞劉囲虞関賞質

翻㊥誘籐
翼眞賞翼賞賞頁頁賞

　ブラジルで、2年間

　　の日本語教師

　鶴野内の佐藤愛美さんが、

海外で国際交流と日本語教育

を行う日系社会青年ボランテ

ィアとして、このたび、ブラ

ジルへ2年間派遣されること

になりました。

　出発に先立ち、1月7日

（水）、本町を表敬訪問しまし

た。

　佐藤さんは「海外で仕事を

するのが、小さい頃からの夢

でした。頑張ってきます。j

と話し、その希望に満ちた笑

顔が印象的でした。

表
紙
牧
水
・
の
う
た
の
解
説

都
甲
欣
一

多
摩
川
の
砂
に
た
ん
ぽ
ぽ
咲
く
こ
ろ
は

わ
れ
に
も
お
も
ふ
ひ
と
の
あ
れ
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
上
）

　
明
治
の
四
十
三
年
暮
れ
か
ら
明
け
て
同
四
十
四
年
の
牧
水
は
、

病
気
の
治
療
費
、
毎
日
の
生
活
等
、
金
銭
に
追
い
詰
め
ら
れ
た

状
態
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
「
創
作
」
の
経
営
も
思
わ
し
く
な
か

っ
た
。
四
十
四
年
二
月
号
か
ら
牧
水
と
佐
藤
緑
葉
と
で
創
作
の

編
集
を
す
る
こ
と
を
機
会
に
、
飯
田
河
岸
の
印
刷
所
日
英
舎
の

二
階
を
借
り
て
「
創
作
社
」
の
看
板
を
か
か
げ
た
。

　
こ
の
歌
は
飯
田
河
岸
に
移
っ
て
ま
も
な
く
の
作
品
で
、
ま
こ

と
に
悲
惨
な
生
活
を
し
て
い
た
時
代
、
牧
水
は
暗
く
わ
び
し
い

明
暮
れ
か
ら
ち
ょ
っ
と
で
も
脱
け
出
し
て
気
分
転
換
を
は
か
る

た
め
、
あ
る
日
校
外
の
多
摩
川
に
出
か
け
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
あ
い
に
く
の
曇
り
日
、
そ
れ
に
二
月
だ
か
ら
ま

だ
草
は
萌
え
ず
、
風
は
寒
く
、
広
い
多
摩
川
の
河
原
も
ま
こ
と

に
そ
う
条
た
る
風
景
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
作
者
は
、
そ
の
中

に
立
っ
て
、
今
日
は
こ
う
し
て
一
人
し
ょ
ん
ぼ
り
と
こ
の
冬
枯

れ
の
寂
し
い
河
原
に
遊
ん
で
い
る
が
、
、
や
が
て
春
に
な
れ
ば
、

こ
こ
ら
の
砂
地
い
っ
ぱ
い
に
た
ん
ぽ
ぽ
が
咲
く
、
そ
の
花
の
輝

く
頃
に
は
、
自
分
に
も
美
し
い
恋
人
が
あ
っ
て
、
明
る
く
希
望

に
満
ち
た
生
活
が
来
て
く
れ
よ
、
と
い
う
の
で
、
こ
れ
は
単
純

に
明
る
い
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
願
望
の
歌
で
は
な
く
、
こ
の
場
合

は
、
実
際
は
牧
水
の
大
き
な
嘆
き
だ
と
み
る
べ
き
で
、
そ
の
方

が
歌
と
し
て
深
み
が
加
わ
る
だ
ろ
う
。

（
大
悟
法
利
雄
著
「
幾
山
河
越

え
さ
り
行
か
ば
」
、
塩
月
眞
著

「
牧
水
の
風
景
」
よ
り
）

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課情報推進係⑲3901まで〉
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